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【はじめに】 

本格実施が開始された新学習指導要領は、知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」

を育むことを掲げている。そこで、JTB 法人東京は、旅で出会う本物体験を通して子ども

の「社会に生きる力」向上を目指す「旅いくプログラム」を創出すべく、お茶の水女子大

学を中心とした大学チームとの共同研究を 2010 年から開始した。本共同研究チームによ

る実践の状況を報告する。 

【「JTB 旅いくプログラム」の開発実施】 

①旅いく版「生きる力」の尺度開発 

未就学児をもつ保護者（807 名）を対象とした質問紙調査を実施し（2010 年 12 月）、そ

の解析結果に基づいて、「保護者の生きる力」8 要素、「子どもの生きる力」6 要素を得た。

両者ともに、生きる力の要素は「個人の力」と「チームの力」とに大別することができ、

さらに、一般的に言われる「コミュニケーション能力」もこのような生きる力の要素を基

盤とした総合的な力で捉えることができる可能性が示唆された。 

②「旅いくチャート」の開発 

生きる力の各要素に対応する質問を集約し、「旅いくアンケート」（保護者用 24 問、子

ども用 18 問）を開発した。併せて、旅いくアンケートに回答したプログラム参加者が、

自らその点数を記入・可視化できる「旅いくチャート」を開発した。旅いくチャートを蓄

積することで、プログラム参加者は、生きる力の獲得の推移を要素ごとに把握すること等

が可能となる。 

③旅いくプログラム群の開発 

旅で出会う本物体験には様々な類型があり、それらが向上させる生きる力要素は同一で

はないことが予想される。従って、プログラム参加者が向上させたい生きる力要素に対応

したプログラムを「旅いくプログラム群」から選択できるシステムの構築を目指し、まず

農場における「旅いくファーム」プログラムの実践例を通して研究をすすめている。 
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